
文部科学省研究開発評価シンポジウム実施概要 
 

１．目的 

 平成１７年３月に「国の研究開発評価に関する大綱的指針」が新たに策定

されことを受け、文部科学省においては、「文部科学省における研究及び開

発に関する評価指針（文科省評価指針）」を本年９月に改定し、各機関に参

考配布してきた。 

一方で、近年、評価の実施に伴い、研究現場に混乱や評価疲れ等の諸問題

点が発生しているとの指摘を踏まえ、評価事例をパネルディスカッション方

式で紹介・意見交換を行うことで、１）指針内容の具体的検討に向けた課題

を把握する、２）各機関における評価の効率化及び充実を促す、３）評価関

係者の評価意識の向上と評価関係者同士の連携促進を目指す。 

 

２．対象 

大学等の評価担当の事務職員や教員、独立行政法人評価担当事務局職員等 

 

３．日時・場所 

日時：平成１７年１２月２２日（木）１３：００～１７：３０ 

場所：経団連会館 １４階 経団連ホール 

   〒１００－８１８８ 東京都千代田区大手町１－９－４ 

（電話）０３－５２０４－１５００ 

 http://www.keidanren.or.jp/japanese/profile/kaikan/map.html 

 

４．参加方法・定員 

・参加費は無料です。 

・電子メール・ファクシミリによる事前登録が必要です。 

（参加ご希望の方は氏名（ふりがな）、所属を明記の上、１２月１４日（水）

までに以下の宛先までお申し込みください。） 

電子メール：keikaku3@mext.go.jp 

ファクシミリ：０３－６７３４－４０５２ 

・定員は４００名程度を予定しています。（定員を超えた場合には、人数の

調整をさせていただきますので、あらかじめご了承願います。） 

（別紙）



 

５．プログラム 

１）開会の挨拶 

２）「文部科学省における研究及び開発に関する評価指針」の説明 

「文部科学省における研究及び開発に関する評価指針」を改定において、

文部科学省所管の大学等や独立行政法人の評価担当事務職員等に対し、

その改定の経緯及び指針の内容等について留意すべき点を説明する。 

３）評価実例の紹介 

文部科学省が実施している研究現場の実態調査の中から、大学や研究

開発機関で行われている具体的な評価事例の発表 

４）パネルディスカッション 

評価事例の発表及び事例を題材としたパネルディスカッションを行

い、各機関独自における研究開発評価の効果的・効率的推進に資すると

ともに、評価関係者の評価意識の向上と評価関係者同士の連携促進を目

指す。 

５）閉会の挨拶 

 

６．問合せ先 

文部科学省 科学技術・学術政策局 評価推進室 

  （電話）０３－６７３４－３９８１ 


